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◉企画の概要と選定理由
原材料費の高騰により米菓「ばかうけ」のアソートパックのフレーバーを5種から
4種にするのに伴い、「甘口カレー味」の終了を全ページ広告の表裏を活用して
告知した。「言いにくいことほど、ばかでかく」をコンセプトに、ネガティブな内容
を包み隠さず、地元・新潟県に向けて方言で面白く伝えることで、ファンへの誠
意を示した。全国向けテレビCMや都内の交通広告、県内カレー店での「限
定ばかうけ付き甘口カレーセット」の提供など、紙面以外でも多様な企画を展開
し、Xでは紙面掲載から1か月で3億以上のリーチを獲得した。後ろ向きな情報
をユーモアを交えて伝えることで、企業姿勢への好感につなげた広告企画とし
て高く評価された。

◉掲載状況	 2025年3月3日、新潟日報／全15段×2（表裏）、カ
ラー

◉広告活動 	 テレビCM、SNS、コラボ商品
◉企画・扱い	 電通東日本
◉制作	 アンプ
◉制作スタッフ	 CD・PL・C=松田脩、AD・D=西本旭宏、AD=橘野

かれん、PL・C=冨田孝行、PH=浅田政志、PRO=
布施圭次郎

新聞広告賞

ば か くや し い 甘 口 カ レ ー 味 完 全 終 了
株 式 会 社 栗 山 米 菓
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◉企画の概要と選定理由
2024年1月の能登半島地震から１年を前に、石川県の能登地方を出身とする
高校生を描く人気漫画『スキップとローファー』の復興支援特設サイトを開設し、
新聞広告で告知した。サイトを訪問して同作の第1話を読むことで、講談社が
1人につき100円を石川県の義援金口座に寄付する仕組み。作品と主人公の
ふるさと・能登への愛着を感じてもらい、復興支援につなげた。SNSで大きな
反響を呼び1か月で10万人以上が閲覧して、寄付金額は上限に設定していた
1000万円に達した。作品の新規読者を獲得するとともに、漫画のコンテンツ力
や影響力を生かし復興支援を実現した広告企画として、高く評価された。

◉掲載状況	 2024年12月23日、朝日新聞／全15段、カラー
◉広告活動 	 ウェブサイト
◉企画・扱い	 博報堂
◉制作	 スパイス
◉制作スタッフ	 CD=嶋元司、AD=奥野凜、D=赤坂夏生、柳澤彩乃、

松下真由美

ス キップ と ロ ー ファー と 能 登
株 式 会 社 講 談 社

新聞広告賞

©️高松美咲／講談社
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◉企画の概要と選定理由
無添加せっけんに製造・販売を切り替えてから50周年の節目に、品質に徹底的
にこだわり続ける企業姿勢を新聞広告を通じて発信した。口に含んで舌でせっ
けんの品質を確かめるという、一見食品の製造過程にも見える写真にコピーを
重ね、丁寧な工程と自社製品の安全性への強い信念を訴求した。社長自ら
が真

しん

摯
し

に製品に向き合う姿勢を表すクリエーティブは読者の共感を呼び、SNS
でも大きな反響と好意的な意見が寄せられた。テレビCMやウェブ広告なども活
用して複合的に展開し、新聞広告の表現力を生かして製品とユーザーに誠実
に向き合い、企業ブランディングに貢献した広告企画として高く評価された。

◉掲載状況	 2024年8月27日、朝日新聞／全15段、カラー
◉広告活動 	 インターネット、展示会
◉企画・扱い	 BBDO J WEST
◉制作	 アルカード
◉制作スタッフ	 CD・C=今井美緒、AD・D=山口哲也、PH=村田祐介、

ST=松田美由紀、AE=池内道広

シャボ ン 玉 石 け ん 無 添 加 5 0 周 年
舌 で 出 来 具 合 を 確 か め る 。 食 品 で は あ りま せ ん 。

石 け ん の 話 で す。
シャボン 玉 石けん 株 式 会 社

新聞広告賞
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◉企画の概要と選定理由
防災の日に合わせ、電気やガスなどのライフラインが遮断されても使用できる炊
飯器の新聞広告を掲載した。紙面中央に商品の写真と「この新聞を燃やしてく
ださい。」というコピーを配置し、災害時に新聞紙1部を燃料とすることでご飯が
炊ける商品特性を訴求した。印象に残るクリエーティブとインパクトのあるコピー
は、災害への備えを意識させる上でも関心を集めた。SNSで大きな反響を呼び、
広告掲載後にはECサイトでの販売数も大きく増加した。特定の日付に掲載でき
る新聞広告の特長と社会的メッセージ、紙媒体の特性を生かし、斬新な表現
で商品の認知度向上と売り上げに貢献した広告企画として高く評価された。

◉掲載状況	 2024年9月1日、朝日新聞、読売新聞／全15段、
カラー

◉企画・制作・扱い	 博報堂
◉制作スタッフ	 CD=安藤宏治、AD=小野真臣、C=澤田浩二、D=村

尾侑里子、AE=龍水万紀夫、国岡奈緒子、松井文

「 魔 法 の か ま ど ご は ん 」 防 災 の 日
タイガー 魔 法 瓶 株 式 会 社

新聞広告賞
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◉企画の概要と選定理由
チョコレート菓子「ブラックサンダー」の発売30周年を迎えるにあたって、かつて
売り上げ不振により一時生産を中止した時に復活を熱望し再販売のきっかけを
つくった九州の卸業者や小売事業者、消費者へお礼の気持ちを伝え、当時の

「恩人」を探す新聞広告を掲載した。尋ね人広告を思わせるコンセプトは読者
の興味を引き、逆境を乗り越えた人気商品の歴史と誠実な企業姿勢は多くの
共感を呼んだ。博多での限定パッケージ商品の配布やSNSを通じた動画公開
など立体的な展開で恩人の発見につながった。新聞広告の信頼性を生かして
周年の感謝を真

しん

摯
し

に伝え、商品のブランディングに貢献した広告企画として高
く評価された。

◉掲載状況	 2024年7月17日、西日本新聞、佐賀新聞、長崎新聞、
熊本日日新聞、大分合同新聞、宮崎日日新聞、南日
本新聞／全15段、カラー

◉広告活動 	 動画、イベント
◉企画・制作・扱い	 博報堂
◉制作スタッフ	 PRO・CD=荻原海里、AD・D=榎悠太、PH=菅野

桂子、PR＝小渕朗人

ブ ラック サ ン ダー の 恩 返 し
有 楽 製 菓 株 式 会 社

新聞広告賞


